
日 時 ： ２０２６年５月１６日(土)
14:00－16:30

場 所 : ATOMica（アトミカ）北九州
イベントスペース（両面） 最大80名

北九州市小倉北区京町3-1-1

セントシティ7階 （小倉駅小倉城口徒歩3分）

申込み方法は決まり次第HPにてお知らせします
Youtube配信予定

対 象 : IBD（潰瘍性大腸炎・クローン病)当事者、
 家族、支援者、医療・介護・福祉関係者など

共 催 : NPO法人IBDネットワーク・
九州IBDフォーラム・戸畑共立病院

『活用方法を考える 軟便用パッドの最前線』
おむつ情報局 管理者 八木大志さん

理学療法士
矢野さんと共に大阪・関西万博
排泄ケア機器展2025、
国際おむつフォーラム、
O-MU-TSU WORLD EXPOを運営

『おむつは即戦力

ソーシャルコンチネンスという考え方』
日本福祉医療ファッション協会
副代表理事 矢野雷太さん

大腸肛門外科医
うんコメンテーター®︎
ストーマ認定士 おむつマイスター

講演 １ 講演 ２

パネルディスカッ
ション

テーマ ：

座 長 ：

パネラー：

『排泄に悩むIBD患者が生きやすい社会とは？』

酒見 亮介先生 （戸畑共立病院 消化器内科非常勤医師）

二見 喜太郎先生 （戸畑共立病院 消化器外科非常勤医師）

矢野 雷太さん （日本福祉医療ファッション協会 副代表理事）

八木 大志さん （おむつ情報局 管理者）

多治見 千鶴さん （戸畑共立病院 外来看護師）

秀島 晴美さん （NPO法人IBDネットワーク　理事）
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